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センター長挨拶

村瀬嘉代子

(センター長 ・日本臨床心理士会会長 ・北翔大学)

暮れも押し迫りまして、このように足元の悪い中、大勢の方がご参加 くださいまして、本当にありが

とうございます。この企画をご案内をさせてぃただきましたところ、何と450名を超える方々からご参

加のお申し込みをいただき、本当にありがたく存じます。

皆様も報道でご存じのように、未曾有の大災害に対しましてはいろいろ計画を考えられながら、復興

は遅々として進まず、被災地の方々のお苦しみ、ご苦労は言葉に尽くせぬものがあると存じます。多く

の尊い命が失われたほかに、今なお行方不明者が三千数百人という現実がございます。そこで、今から

30秒、ご一緒に黙祷を捧げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。黙祷 ・・・。 あ りがと

うございました。

この東日本大震災が生じました直後、私ども日本臨床心理士会は日本精神衛生会からのお呼びかけを

いただきまして、日本電話相談学会、東京臨床心理士会とご一緒に、`直ちに電話相談を始めました。そ

して、平成23年3月22日に日本臨床心理士会、日本心理臨床学会、日本臨床心理士資格認定協会、この3

団体が一緒になりまして、東日本大震災心理支援センターを立ち上げ、そこに幾つかの心理学関係の学

会もご参加くださいました。ご承知のように、全国各地の臨床心理士会から被災地にスクールカウンセ

ラーを延べ3,000人近くと伺つていますが、ほかも各県から直接現地に赴かれたということもございます。

そしてまた、医師の団体の方々にご一緒させていただきまして、初めの緊急支援等にかかわらせてい

ただく、あるいはコミュニティが少しでもつながりを取り戻し、少しでもほっとしていただけるために、

現地にカフェを運営するというような、さまざまな活動をして参りました。しかし、これは言葉に尽 く

せない大きな痛手を受けられた方々のお苦しみに比べまして、

大海の一滴にも当たらない、ささやかなことでございます。

ただ、この災害大国、残念なことですがこれからも我が国に

そういう災害があるであろうということも報 じられております。

昨年の報告研修会では、実際に被災地に赴いてどのような活動

をさせていただいたか、その反省と今後の展望について検証報

告をさせていただきましたが、2年目に入りますと、支援という

ものは、よリー層、お一人お一人、一つ一つの出来事に対 して

きめ細かなかかわりが必要になって参ります。

そして、何よりも現地の方々が少しでも元気を回復 していた

だくこともございまして、こちらから赴 くことばかりが中心に



なるのではなく、被災地の方々の活動に役立つことも大事と考えました。会員や皆様方の献金、またい

ろいろな団体が私どもの活動にお力添えをいただいたのですが、国際ロータリークラブなどは、本当は

支援は物でするというのが大原則で、非常に細かい会計検査があるのでございますけれども、私どもの

会は少ない人手で、事務局は本当に昼夜いっぱい、V ろヽいろな裏方の仕事に追われているということも

ございまして、異例ですけれども、今回のことにはそうした細かい事務について少し緩やかな措置をい

ただき、実はさまざまな方が′いを寄せて、こうしたご協力をくださいました。

2年目に入りまして考えましたことは、昨年のように、こちらから現地に伺ったことの報告を中心と

いたしますよりも、これからは、善意だけれどもややずれているというようなことが多少でも少なくな

るようにという意味で、被災地で活動してくださっている方々をお招きしまして、これまでの経過と今

後についてのご意見をいただき、それをもとに私たちも今後よリー層、現実にかなった活動をしてまい

義||マ脅経革と走をとと患をヽます3

1尊 |,装 寒8者 う女きを災善:こ対しましては、特定の専門家だけがかかわるということよりは、市

長■人‐人が自分の生き方を考えて、自分の立場でどのように人とつながり支援するか、ということも

間われているかと思いまして、今後も皆様とご一緒にこのことに心を尽くしてまいりたいと思います。

この集まりが実りあるものになりますことを願っております。
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